
一般質問と答弁
議決一覧（定例会）
政務活動費
研修会等 ・ 編集後記

2 p
10 p
11 p
12 p

・・・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

琉球藍 藍染工房 亞人（あじん）について
　「こんなところまで初めて来ました」と、今帰仁村出身の方からも驚かれるような山間部、
諸志区の泉原（いずみばる）で琉球藍を栽培し、「藍染工房  亞人」という屋号で工房と直売
店を早瀬夫妻が営んでいる。「土との繋がりに目を向けてもらうために」藍染工房 亞人では
無農薬・無化学肥料で琉球藍を栽培し、製藍から染色まで一貫して行っている。自らの手で
畑を耕し、草を引き、水を撒き収穫する。自然と向き合いながらものづくりを行い「土と繋がっ
ていた色」を生み出すことを理念としている。
　藍染と言えば本部町のイメージがあるが、実は今帰仁村をはじめ沖縄県北部全域で藍染
が盛んであった。工房亞人のある泉原にも「藍壺」があった。早瀬さんは「藍染をした後の
青い手で村内を出歩くと地域の方からも「昔は、よくやりよったさ！」と声をかけてもらう
事がある。なので、作品販売以外にも藍染体験も提供している。手ぬぐいや風呂敷の染色
を楽しむことができる。地域の方に懐かしいと感じてもらえるきっかけを作っていければ
と思っている。かつて藍を栽培していた場所で藍を生業にさせてもらっている。と思うと感
慨深い想いと同時に、昔の人に叱咤激励されている気持ちになる」と話す。また、「藍の仕事
は現代の大量に作り大量に売るというようなスタンスとは異なり、作れる量も限られている。
重労働も多々ある。だけど難儀なことをたまたま楽しいと思えるからこそ、この仕事を続け
ることが出来ていると実感する」と誇らしく語る。今帰仁ブルーが鮮やかである。

6.1発行

R7
No.178

編集発行：今帰仁村議会　電話 0980(56)4397　印刷：沖縄高速印刷（株）電話 098(889)5513（代）



令和７年 6 月 1 日　第 178 号　　　　　　　　      なきじん議会だより　                                                            　　　　　             （2）

7 名が一般質問しました　3 月 14日 (金)・17 日 (月) （通告順）

❶
❷
❸
❹
❺

❶
❷
❸
❹

❶
❷
❸

❶
❷

❶
❷
❸
❹

❶
❷

❶
❷
❸

今泊区への補償金について

世界遺産今帰仁城跡からの恩恵について

今帰仁小学校の樹木について

運動公園の利用料金について

海浜清掃について

保健行政について

村の地方創生について

農業振興について

平和行政について

各字居住区の道路整備について

村内の農道整備について

用水路の管理について

「琉球料理を次世代へ繋げる村」について

歯の健康を推進する今帰仁村の取り組みについて

今帰仁村の経済発展について

新規就農者支援について

今帰仁村内の浄化槽について

防災井戸について

今帰仁グスク桜まつりについて

放課後児童クラブについて

認定ガイド制度の導入について

テーマパーク「ジャングリア」との包括連携協定について

防災拠点整備について

座間味　靖

島袋　輝也

上間　　聰

根路銘　弘美

石嶺　美奈実

島袋　　誠

與那　勝治

3p

4p

5p

6p

7p

8p

9p

●の数字は掲載された質問です。 ●の数字の質問は紙面の都合上割愛されています。本会議録については各字公民館に配布の予定です。
詳しく調べたい方は、公民館もしくは議会事務局までお立ち寄りください。

3月定例会
会期日程（ 3月5日～19日）一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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契
約
書
第
２
条
第
１
項
に
補

償
額
は
、
前
々
年
度
の
入
場
料

実
績
に
定
率
６
％
を
乗
じ
た
も

の
。
第
２
条
第
２
項
に
下
限
額

は
4
0
0
万
円
、
上
限
額
は

8
0
0
万
円
と
あ
る
。
こ
の
数

字
の
法
的
根
拠
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
ま
た
地
価
な
ど
の
査

定
は
し
た
の
か
説
明
を
求
め
る
。

●●答 　
玉
城
奎
教
育
長

契
約
書
に
記
載
の
あ
る
入
場

料
実
績
に
定
率
の
６
％
を
乗
じ

る
こ
と
や
、
下
限
お
よ
び
上
限
額

に
つ
い
て
は
、
今
泊
区
と
の
協
議

に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。
地
価
の

査
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度

に
土
地
鑑
定
を
行
っ
て
い
る
。

今
帰
仁
城
跡
が
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
世
界
に
誇
れ
る
今

帰
仁
村
全
体
の
文
化
遺
産
に
な

っ
た
。
今
泊
区
だ
け
で
な
く
村

全
体
で
桜
の
木
の
保
全
な
ど
環

境
美
化
に
携
わ
っ
た
ほ
う
が
よ

い
と
考
え
る
。
そ
の
恩
恵
と
し

て
各
字
の
大
小
に
よ
り
入
場
料

実
績
の
２
％
か
ら
４
％
を
乗
じ

た
額
を
分
配
し
、
字
費
の
負
担

を
軽
減
し
て
は
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

文
化
財
保
護
法
第
１
１
７
条

お
よ
び
今
帰
仁
城
跡
附
シ
イ
ナ

城
跡
保
存
管
理
条
例
第
７
条
に

お
い
て
、「
管
理
団
体
は
、
そ
の

通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の

で
、
今
後
も
今
泊
区
へ
は
補
償
金

で
対
応
し
、
各
字
へ
分
配
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。

 　
補
償
金
で
は
な
く
て
も
何
ら

か
の
形
で
、
村
か
ら
字
に
補
助

が
あ
れ
ば
と
思
う
が
、
説
明
を

求
め
る
。

●●答 　
社
会
教
育
課
長

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
各
公

民
館
は
字
の
中
心
と
な
る
施
設

で
皆
が
集
え
る
よ
う
な
施
設
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
各
区
に
1
5
0
万
円
の

補
助
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後

も
、
そ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
帰
仁
小
学
校
の
校
舎
建
設

に
伴
い
、
校
庭
や
ス
タ
ン
ド
側

の
樹
木
が
ほ
と
ん
ど
伐
採
さ
れ
、

景
色
が
様
変
わ
り
し
、
村
民
か

ら
残
念
に
思
う
声
が
あ
る
。
今

後
、
建
築
（
開
発
）
と
自
然
環

境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

自
然
環
境
の
保
全
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
今
帰
仁
小
学

校
は
緑
豊
か
で
、
乙
羽
岳
が
望

め
る
環
境
に
あ
り
、
本
校
舎
建

設
に
よ
り
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
と
は
捉
え
て
い
な

い
。
今
後
も
、子
供
た
ち
の
安
全
・

安
心
、
利
便
性
を
考
え
た
校
舎

の
早
期
完
成
に
努
め
て
い
く
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る

団
体
へ
１
月
か
ら
利
用
料
金
の

支
払
い
方
法
が
「
３
か
月
毎
の
更

新
で
前
払
い
」
に
変
わ
る
と
い
う

知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ど

お
り
１
年
毎
の
更
新
で
、
そ
の
都

度
の
支
払
い
方
法
を
要
望
す
る

声
が
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

●●答 　
教
育
長

村
総
合
運
動
公
園
施
設
の
予

約
に
お
け
る
公
平
性
は
、
全
て

の
利
用
者
が
平
等
に
施
設
を
利

用
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
村
と
し
て

は
指
定
管
理
者
と
連
携
の
も
と
、

施
設
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル

や
条
件
を
明
確
に
し
、
そ
の
周

知
に
努
め
、
村
総
合
運
動
公
園

施
設
の
公
平
か
つ
有
効
な
利
用

を
目
指
し
て
い
く
。

　
海
岸
沿
い
に
カ
ラ
フ
ル
な
浮

き
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
数
多
く
打
ち
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ッ

パ
マ
の
波
打
ち
際
に
は
大
木
が

２
本
横
た
わ
っ
て
い
る
。
県
や

各
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
・

団
体
）
等
と
、
ど
の
よ
う
な
連

携
を
図
っ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
久
田
浩
也
村
長

　
海
浜
清
掃
に
つ
い
て
、
県
の

海
岸
漂
着
物
等
補
助
事
業
を
活

用
す
る
な
ど
、
１
年
を
通
し
て

海
岸
漂
着
物
等
の
回
収
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
、
村
内
に

数
多
く
見
ら
れ
る
白
浜
で
、
近

隣
住
民
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ

る
中
、
拾
い
集
め
ら
れ
た
漂
着

ご
み
の
集
積
や
回
収
処
分
に
つ

い
て
連
携
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

座間味　靖 議員

問1
今
泊
区
へ
の
補
償
金

問2
世
界
遺
産
今
帰
仁
城

跡
か
ら
の
恩
恵

問3
今
帰
仁
小
学
校
の
樹
木

問4
運
動
公
園
の
利
用
料
金

問5
海
浜
清
掃
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(1)
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
へ
の
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
に

つ
い
て
伺
う
。
(2)
各
種
予
防
接

種
を
全
額
無
償
に
で
き
な
い
か
伺

う
。
(3)
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業
に

１
か
月
児
健
康
診
査
と
５
歳
児
健

康
診
査
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
村
長

(1)
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
に
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
県
内
各
市
町
村
の
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
状
況
に
つ
い
て
現

在
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
人
間
ド

ッ
ク
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。
(2)
各
種
予

防
接
種
の
全
額
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
本
村
で
は
乳
幼
児
等
へ
の
予

防
接
種
を
全
額
公
費
負
担
で
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
自
己
負
担

が
生
じ
る
が
、
引
き
続
き
安
価
で

接
種
で
き
る
よ
う
現
状
の
助
成
制

度
を
維
持
し
、
接
種
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。
(3)

乳
幼
児
の
１
か
月
健
康
診
査
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
保
険
適
用
外
の

健
診
と
な
っ
て
い
る
。
本
村
の
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
全
額
公

費
負
担
を
含
め
、
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
５
歳
児
健
診

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
が

令
和
７
年
度
に
、
実
施
に
向
け
た

関
係
者
に
よ
る
「
５
歳
児
健
康
診

査
体
制
検
討
会
」
を
予
定
し
て
お

り
、
本
村
で
は
そ
の
検
討
会
の
結

果
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

 　
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
に
つ
い
て
再
度
伺
う
。
国
保

の
加
入
者
は
、低
所
得
者
が
多
い
。

社
保
加
入
者
は
社
保
で
人
間
ド

ッ
ク
、脳
ド
ッ
ク
の
助
成
が
あ
る
。

公
務
員
は
、
共
済
保
険
で
人
間

ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
が

あ
る
。
村
民
の
健
康
格
差
を
な

く
す
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
を
行
政
で
助
成
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
再
度
、
村
長
か

ら
健
康
格
差
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
答
弁
を
求
め
る
。

●●答 　
村
長

　
全
て
の
村
民
が
健
や
か
で
、

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
ま
ず
は
目

指
し
た
い
。
脳
ド
ッ
ク
は
健
康

な
状
態
で
行
う
予
防
的
な
検
査

の
た
め
、
保
険
適
用
外
で
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
40

代
以
降
は
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス

ク
が
非
常
に
高
ま
る
の
で
、
定

期
的
な
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を

奨
励
し
て
い
き
た
い
。
脳
ド
ッ

ク
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

（1）
村
の
少
子
高
齢
化
に
対
す
る

施
策
を
伺
う
。

（2）
ジ
ャ
ン
グ
リ

ア
が
今
年
の
７
月
25
日
に
開
業

す
る
が
、
本
村
へ
の
波
及
効
果

や
懸
念
事
項
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

（1）
本
村
の
少
子
高
齢
化
に
対
す
る

施
策
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
、

多
様
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

年
を
重
ね
て
も
、
健
康
で
幸
せ
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
築
け
る
よ
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（2）
「
ジ
ャ

ン
グ
リ
ア
の
開
業
に
よ
る
本
村
へ

の
波
及
効
果
は
、
村
民
の
雇
用
促

進
、
村
特
産
物
の
活
用
、
そ
し
て

税
収
面
な
ど
で
の
効
果
が
あ
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
る
。
懸
念
事

項
等
に
つ
い
て
は
、
交
通
量
増
加

に
伴
う
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
発

生
、
救
急
車
両
の
通
行
障
害
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（1）
今
帰
仁
セ
リ
市
場
に
お
い
て
価

格
低
迷
が
続
く
中
、
肥
料
・
飼
料

高
騰
で
畜
産
経
営
に
影
響
が
出
て

い
る
。
畜
産
振
興
に
向
け
た
対
策

を
伺
う
。

（2）
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ

の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
、
植
物
防
疫

法
に
基
づ
く
「
緊
急
防
除
」
が
４

月
上
旬
に
開
始
さ
れ
る
。
村
の
農

業
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
村
の
対
策
を
伺
う
。

●●答 　
村
長

（1）
畜
産
振
興
に
向
け
た
対
策
は
、

令
和
７
年
度
も
経
済
対
策
と
し
て

村
独
自
の
「
今
帰
仁
村
子
牛
価
格

安
定
制
度
加
入
推
進
補
助
金
事

業
」
を
実
施
し
、
農
家
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

（2）「
緊
急
防
除
」

の
開
始
に
伴
う
村
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
農
家
へ
の
周
知
を
行
う
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
の
防
除
対
策

に
努
め
て
い
く
。

　　
　
　

戦
後
80
年
の
節
目
に
あ
た
り

本
村
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
う
の
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
県
と
の
連
携
に
よ
り
村
主
催

行
事
や
発
行
紙
面
な
ど
で
「
沖

縄
県
戦
後
80
周
年
平
和
祈
念
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
活
用
し
、

村
民
へ
の
啓
蒙
と
平
和
へ
の
思

い
を
発
信
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問1
保
健
行
政

島袋　輝也 議員

問2
村
の
地
方
創
生

問3
農
業
振
興

問4
平
和
行
政
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各
字
居
住
区
内
の
生
活
道
路

の
未
整
備
箇
所
が
、
散
在
し
て

い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

今
後
、
整
備
計
画
が
あ
る
の
か

伺
う
。

●●答 　
村
長

　
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
字
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、

補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
整

備
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

 　
村
の
地
方
創
生

　

令
和
５
年
度
に
も
同
じ
質
問

を
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
答
弁

は
「
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。」

と
い
う
答
え
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
進
展
に
つ
い
て
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
居
住
区
内
の
道
路
に
関
し
て
、

村
道
の
場
合
は
道
路
法
の
適
用

の
道
路
で
あ
り
、
そ
の
計
画
を

立
て
て
事
業
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
多
数
の

道
は
道
路
法
外
の
道
路
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
の
補

助
事
業
が
な
い
の
で
、
調
査
研

究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
現
在
、
そ
の
法
定
外

で
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

 　
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
と

受
け
取
っ
て
よ
い
か
伺
う
。

●●答 　
建
設
課
長

　
補
助
事
業
が
な
い
か
、
今
後
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
　

　　
　

　

村
内
の
傷
み
の
激
し
い
道
路

を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
か
、

何
ら
か
の
処
置
を
す
る
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
字
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し

た
整
備
の
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

 　
農
道
の
補
修
が
、
あ
ま
り

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。
た
し
か

以
前
は
定
期
的
に
補
修
し
て

い
た
と
思
う
が
、
現
状
、
そ

う
い
っ
た
計
画
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
議
員
の
質
問
は
グ
レ
ー
ダ
ー

が
あ
る
時
代
の
話
で
あ
る
と
思

う
。
現
在
は
グ
レ
ー
ダ
ー
が
な

く
他
の
機
械
も
所
持
し
て
い
な

い
。
緊
急
の
場
合
は
補
修
し
て

い
る
。
今
後
は
要
所
、
要
所
で

事
業
を
絡
め
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 　
中
に
は
傷
み
が
ひ
ど
い
農
道

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
調
査
の
上
、
早
急
な
処
置
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
各
字
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

村
内
用
水
路
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
水
路
を
抱
え
る
各
区

で
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業（
共
同
活
動
支
援
交
付
金
）

を
利
用
し
て
管
理
を
し
て
い
る

が
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
処
理

が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
用
水

路
の
施
設
に
関
し
て
は
（
共
同

活
動
支
援
交
付
金
）
か
ら
切
り

離
し
て
、
村
で
で
き
な
い
か
、

ま
た
は
助
成
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
現
在
は
16
字
で
用
水
路
な
ど

の
管
理
に
つ
い
て
、
多
面
的
支

払
機
能
交
付
金
を
活
用
し
て
い

る
。
村
管
理
や
単
独
助
成
に
つ

い
て
の
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。

 　
こ
の
交
付
金
自
体
、
名
称

に
は
多
面
的
と
い
う
こ
と
で
、

非
常
に
農
村
に
と
っ
て
は
多
様

性
に
と
ん
だ
予
算
だ
と
伺
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
土
地
改
良
に

限
ら
ず
、
農
用
地
で
あ
れ
ば
適

用
で
き
る
と
い
う
話
を
伺
っ
て

い
る
が
、
こ
の
交
付
金
は
土
地

改
良
区
の
ど
の
ぐ
ら
い
の
面
積

に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
面
積
は
分
か
ら
な
い
が
、
農

地
、
水
路
、
農
道
等
の
質
の
向

上
を
図
る
共
同
活
動
を
支
援
し

て
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て

い
る
。

 　
農
用
地
が
全
部
適
用
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
申
請
時
に
農
用

地
全
て
の
面
積
で
申
請
を
す
れ

ば
、
村
全
体
で
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
農
用
地

全
て
に
適
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

こ
の
交
付
金
の
金
額
を
十
分
に

増
や
せ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
本
村
の
厳
し
い

財
政
の
中
、
獲
得
で
き
る
交
付

金
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
向
け
て

努
力
を
す
る
方
向
で
、
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
。

●●答 　
経
済
課
長

　
今
後
、
確
認
し
、
調
べ
て
か

ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問1
各
字
居
住
区
の
道
路

の
整
備

上間　聰 議員

問2
村
内
の
農
道
整
備

問3
用
水
路
の
管
理
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世
界
遺
産
今
帰
仁
城
跡
の
歴

史
文
化
の
村
だ
か
ら
で
き
る
取

組
と
し
て
沖
縄
の
文
化
的
な
食

文
化
「
琉
球
料
理
」
を
食
べ
て

作
っ
て
守
る
た
め
に
、
村
が
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。
村
の
農

家
の
取
組
と
し
て
、
沖
縄
の
伝

統
的
農
作
物
と
さ
れ
て
い
る
28

種
島
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
で

き
な
い
か
。

●●答 　
村
長

　
県
が
策
定
を
し
た
「
沖
縄
の

伝
統
的
な
食
文
化
普
及
促
進
計

画
」
に
基
づ
い
て
、
県
と
連
携

し
た
周
知
や
取
組
に
努
め
い
く
。

ま
た
、
28
種
島
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
化
は
で
き
な
い
か
に
つ
い
て

は
、28
種
島
野
菜
の
周
知
に
努
め
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

 　
村
の
農
家
の
方
に
伺
が
っ

た
と
こ
ろ
、
県
内
で
取
れ
る
果

物
や
野
菜
の
ほ
と
ん
ど
全
て
と

い
う
ぐ
ら
い
の
も
の
が
産
出
で

き
る
村
の
豊
か
な
土
壌
だ
と
伺

っ
た
。
村
の
強
み
は
、
28
種
類

の
島
野
菜
で
は
な
く
て
全
て
の

も
の
が
取
れ
る
の
で
、
村
産
の

伝
統
野
菜
や
村
の
島
野
菜
な
ど
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
も
っ
と
付
加

価
値
を
つ
け
、
村
長
の
施
政
方

針
の
中
に
も
あ
る
が
、
も
っ
と

こ
の
伝
統
野
菜
を
付
加
価
値
の

あ
る
野
菜
の
売
り
方
を
村
と
し

て
後
押
し
で
き
な
い
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
島
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ま

た
付
加
価
値
を
つ
け
る
よ
う
な

構
築
と
い
う
お
尋
ね
だ
と
思
う

が
、
や
は
り
村
民
が
伝
統
的
な

食
文
化
、
価
値
を
再
認
識
で
き
、

ま
ず
は
環
境
を
整
え
る
の
が
先

決
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
農
家
と

村
民
が
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
を

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
、
そ
う

い
う
付
加
価
値
を
か
け
て
い
く
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
と
い
う

機
運
の
醸
成
を
ま
ず
は
図
っ
て

い
く
こ
と
が
第
一
義
的
に
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

 　
先
ほ
ど
今
帰
仁
の
土
壌
は

と
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
を
お

話
し
た
が
、
村
内
に
も
有
機
農

法
あ
る
い
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

法
を
取
り
入
れ
て
い
る
農
家
も

あ
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
県
外
、

国
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
も

安
心
・
安
全
な
お
い
し
い
食
材
、

料
理
を
求
め
て
来
ら
れ
る
方
が

多
い
と
思
う
。
難
し
い
取
組
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
や
っ

て
お
ら
れ
る
農
家
も
い
る
の
で
、

休
耕
地
を
活
用
し
て
、
飼
料
も

高
く
な
っ
て
い
る
畜
産
農
家
の

牧
草
地
を
増
や
し
た
り
、
そ
れ

の
堆
肥
を
有
機
化
す
る
も
の
が
、

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
だ
が
、
堆
肥

工
場
が
で
き
る
ま
で
、
村
が
も

っ
と
自
然
農
法
や
化
学
肥
料
に

頼
ら
な
い
農
業
が
で
き
る
取
組

を
今
後
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
今
後
、
重
々
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
農
家
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
い
ろ
ん
な
知
恵
を
持
っ
て

い
る
し
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
方
々
の
意
見

を
聞
く
機
会
も
今
後
検
討
し
て

い
た
だ
け
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
協
議
会
な
ど
の
場
を
借
り
な

が
ら
意
見
交
換
し
農
家
と
意
見

を
詰
め
て
い
き
た
い
。

 　
北
山
文
化
圏
セ
ン
タ
ー
が
今

後
立
ち
上
が
っ
て
い
く
と
思
う

が
、
村
の
特
産
を
生
か
し
た
も

の
で
何
か
検
討
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
か
。

●●答 　
比
嘉
克
雄
副
村
長

　
北
山
文
化
圏
セ
ン
タ
ー
の
産

業
連
携
ゾ
ー
ン
の
基
本
計
画
を

７
年
度
に
策
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
村
の
農
産
物
の

販
売
で
あ
っ
た
り
、
村
で
生
産

さ
れ
た
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
っ

た
計
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
村
の
地
産
地
消
を
テ

ー
マ
に
し
た
施
設
の
配
置
を
考

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

沖
縄
歯
科
医
師
会
が
推
奨
し

て
い
る
8
0
2
0
の
表
彰
を
村

で
で
き
な
い
か
（
診
断
書
付
自

己
申
請
）。

●●答 　
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

　
80
歳
で
も
自
分
の
歯
が
20
本
、

28
本
中
20
本
以
上
残
っ
て
い
る

方
は
、
県
の
歯
科
医
師
会
で
も
表

彰
が
あ
る
。
本
村
も
、
こ
の
健
康

増
進
計
画
の
中
で
は
8
0
2
0

運
動
、
ま
た
6
0
2
4
、
60
歳

で
24
本
を
目
指
す
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。
実
施
に
つ
い
て
は

課
内
で
検
討
し
て
い
る
。

根路銘　弘美 議員

問1
琉
球
料
理
を
次
世
代

へ
繋
げ
る
村

問2
歯
の
健
康
を
推
進
す

る
今
帰
仁
村
の
取
組 ▲おもてなし料理



（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　なきじん議会だより　　　　　　　                令和 7 年 6 月 1 日　第 178 号

　

新
規
就
農
者
の
自
然
農
法
の

割
合
を
伺
う
。
ま
た
、
慣
行
農

法
と
自
然
農
法
の
支
援
内
容
（
期

間
）は
区
別
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

　
割
合
及
び
支
援
内
容
の
区
別

に
つ
い
て
、
現
在
、
把
握
を
し

て
い
な
い
。

 　
慣
行
農
業
と
自
然
農
法
で

は
、
土
壌
の
環
境
が
整
う
ま
で

に
時
間
差
が
あ
り
、
区
別
し
て

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

●●答 　
村
長

　
先
進
地
も
訪
問
し
な
が
ら
、
可
能

性
を
探
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

村
内
の
浄
化
槽
設
置
の
状
況

把
握
を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

（
単
独
浄
化
槽
・
合
併
浄
化
槽
）

●●答 　
村
長

　
浄
化
槽
の
新
規
設
置
、
廃
止
、

休
止
、
使
用
者
変
更
等
は
県
が
所

管
。
村
内
の
浄
化
槽
設
置
状
況

に
つ
い
て
、
県
北
部
保
健
所
が

管
理
す
る
浄
化
槽
設
置
台
帳
デ

ー
タ
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

 　
デ
ー
タ
の
詳
細
を
伺
う
。

●●答 　
住
民
課
長

　
北
部
保
健
所
が
村
に
提
供
し

て
い
る
デ
ー
タ
は
、
総
数
約

1,
7
0
0
件
し
か
登
載
さ
れ
て

な
い
、
台
帳
登
載
が
な
い
状
態
。

村
住
家
は
４,
５
０
０
軒
ぐ
ら
い

あ
る
の
で
、
こ
の
デ
ー
タ
自
体
が

完
全
で
は
な
い
の
は
、
数
字
を
見

て
は
っ
き
り
分
か
る
。
保
健
所
の

担
当
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

「
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
昔
か
ら

あ
る
古
民
家
が
残
っ
て
い
て
、
浄

化
槽
を
設
置
し
て
も
、
届
出
が
な

い
状
態
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
の
が
か
な
り
多
く
見

ら
れ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

デ
ー
タ
上
、
完
全
で
は
な
い
状

態
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 　
私
個
人
で
水
質
に
つ
い
て

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
1
2
0
名

集
ま
っ
て
お
り
、
49
名
が
生
活

排
水
を
気
に
し
、
そ
の
内
40
名

ほ
ど
が
下
水
や
浄
化
槽
に
つ
い

て
気
に
さ
れ
て
い
る
。「
自
分
た

ち
が
使
っ
て
い
る
生
活
排
水
が

し
っ
か
り
浄
化
さ
れ
て
か
ら
流

れ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
点
に

関
心
が
す
ご
く
高
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
自
分
た
ち
が

汚
し
て
い
る
の
か
、
何
が
原
因

で
環
境
が
以
前
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
も
、

（
合
併
）
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
る
。

住
家
約
４,
５
０
０
件
と
い
う

数
字
が
出
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

い
つ
ま
で
に
４,
５
０
０
件
登
録

す
る
の
か
。
目
標
を
段
階
的
に

つ
く
り
、
全
家
庭
・
施
設
に
（
合

併
）
浄
化
槽
の
設
置
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
再
度
伺
う
。

●●答 　
住
民
課
長

　
保
健
所
と
連
携
を
取
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

 　
村
も
合
併
処
理
場
浄
化
設
置

整
備
事
業
と
し
て
補
助
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
実
績
は

何
件
か
。

●●答 　
住
民
課
長

　
国
の
交
付
金
で
予
算
化
。
こ
の

事
業
は
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

７
年
度
ま
で
の
７
年
間
の
計
画
。

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
の
実
績
は
８
基
。
内
訳
は
令

和
元
年
度
実
績
な
し
。
令
和
２
年

度
１
件
。令
和
３
年
度
実
績
な
し
。

令
和
４
年
度
３
件
。
令
和
５
年

度
１
件
。
令
和
６
年
度
３
件
を

予
定
し
て
い
る
。

　

災
害
時
、
飲
料
水
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
普
及
に
よ
り
、
す
ぐ

届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

生
活
用
水
に
困
る
。
そ
こ
で
地

下
水
、
井
戸
の
計
画
を
検
討
い

た
だ
け
る
か
伺
う
。

●●答 　
総
務
課
長

　
村
の
地
域
防
災
計
画
で
井
戸

の
活
用
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
村
内

に
井
戸
が
ど
こ
に
幾
つ
あ
っ
て
、

所
有
者
が
ど
な
た
な
の
か
等
、
詳

細
を
把
握
し
て
い
な
い
の
が
現

状
。
十
分
な
水
流
は
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
も
勉
強
し
な
が
ら
村
の
実

情
を
把
握
し
、
そ
れ
に
合
っ
た
計

画
の
方
法
で
必
要
な
水
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石嶺 美奈実 議員

問1
新
規
就
農
者
支
援

問2
今
帰
仁
村
内
の

浄
化
槽

問3
防
災
井
戸
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第
18
回
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま

つ
り
が
１
月
25
日
か
ら
２
月
２

日
の
９
日
間
開
催
さ
れ
、
村
内
、

県
内
や
海
外
か
ら
も
多
く
の
来

場
者
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

た
。
今
後
も
、
ま
す
ま
す
充
実

し
発
展
し
て
い
く
催
し
物
に
な

る
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
過
去
３
年
間
の
ま
つ
り
期
間

の
入
場
者
数
。
(2)
今
年
度
再
開

し
た
村
民
優
待
券
に
よ
る
利
用

者
数
。
(3)
今
後
、
開
催
日
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。

●●答 　
村
長

（1）
過
去
３
年
間
の
ま
つ
り
期
間

の
入
域
者
数
は
、
令
和
３
年
度

が
９,
１
８
７
人
、
令
和
４
年
度

２
万
７,
２
１
５
人
、
令
和
５
年

度
２
万
５,
３
０
９
人
と
な
っ
て

い
る
。

（2）
村
民
優
待
券
に
よ
る

利
用
者
数
は
、
3
2
4
人
と
な

っ
て
い
る
。

（3）
村
と
し
て
開
催

日
を
増
や
す
考
え
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

 　
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま
つ
り
に

つ
い
て
、
今
年
度
の
入
場
者
数

を
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
今
年
度
は
３
万
３,
６
４
６
名

で
あ
る
。

 　
５
年
前
は
５
万
２,
０
５
５

人
も
来
て
い
た
だ
い
た
。
開
催

期
間
が
減
っ
た
こ
と
が
１
番
の

影
響
か
と
思
う
が
、
打
開
策
と

し
て
以
前
ま
で
好
評
で
あ
っ
た

村
民
優
待
券
を
村
の
広
報
で
周

知
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
も
周
知

し
て
い
る
と
思
う
が
、
3
2
4

名
と
回
答
い
た
だ
い
た
。
そ
の

3
2
4
名
に
つ
い
て
、
ど
う
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

●●答 　
経
済
課
長

　
周
知
不
足
と
思
っ
て
い
る
。

 　
広
報
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
周
知

は
あ
る
程
度
さ
れ
て
い
る
と
個

人
的
に
は
感
じ
た
が
、
3
2
4

名
は
少
な
い
よ
う
な
感
じ
を
受

け
た
。
久
し
ぶ
り
に
復
活
し
た

村
民
優
待
券
な
の
で
、
も
う
少

し
来
て
も
い
い
と
個
人
的
に
思

っ
た
。
担
当
課
だ
け
で
な
く
、

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
、
村

民
が
来
て
く
れ
る
よ
う
な
催
し

物
、
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
工
夫
が

必
要
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

●●答 　
経
済
課
長

　
も
っ
と
村
民
が
行
き
た
く
な

る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（1）
共
働
き
世
帯
が
多
く
、
保
護

者
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
だ
が
、
働
く
保
護
者
が

安
心
し
て
希
望
に
沿
っ
た
施
設

に
預
け
ら
れ
て
い
る
か
伺
う
。

（2）
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の
人

材
は
足
り
て
い
る
か
伺
う
。

（3）

県
で
は
民
間
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
が
多
く
公
的
施
設
の
活
用

が
低
い
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ブ
の

環
境
や
質
、
利
用
料
の
改
善
を

目
指
し
て
い
る
が
、
村
内
各
施

設
に
お
い
て
利
用
料
の
違
い
は

あ
る
か
伺
う
。

（4）
村
に
お
い
て

放
課
後
児
童
健
全
事
業
実
施
要

綱
は
あ
る
か
伺
う
。

●●答 　
村
長

（1）
事
業
者
は
法
令
な
ど
に
よ
る

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

に
沿
っ
た
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
保
護
者
が
安

心
し
て
子
供
を
預
け
ら
れ
る
も

の
と
認
識
を
し
て
い
る
。
希
望
に

沿
っ
た
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、

各
事
業
者
が
募
集
し
て
い
る
の

で
、
保
護
者
の
判
断
で
利
用
施

設
を
選
択
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

（2）
事
業
者
は
法

令
な
ど
に
よ
る
職
員
の
配
置
基

準
を
満
た
し
て
運
営
を
し
て
い

る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

（3）
利

用
料
は
各
施
設
で
定
め
て
お
り
、

違
い
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（4）
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
長
通

知
に
基
づ
き
、
今
帰
仁
村
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
を
定
め
て
い
る
。

 　
過
去
３
年
の
利
用
状
況
を
確

認
し
た
。
５
施
設
で
マ
ッ
ク
ス

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
２
施

設
。
残
り
の
３
施
設
に
空
き
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和

２
年
、
３
年
、
４
年
、
５
年
を

見
て
も
、
そ
の
２
施
設
が
ず
っ

と
こ
の
状
態
で
あ
る
。
希
望
に

沿
っ
て
入
所
で
き
て
な
い
と
思

う
が
説
明
を
求
め
る
。

●●答 　
福
祉
・
こ
ど
も
課
長

　
２
つ
の
施
設
は
最
大
人
員
の

入
所
と
な
っ
て
い
る
。
残
る
３

施
設
は
、ま
だ
余
裕
が
あ
る
状
況
。

施
設
の
立
地
条
件
、
所
在
場
所
、

小
学
校
の
所
在
場
所
も
勘
案
す

る
と
、
希
望
に
沿
わ
な
い
施
設

へ
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
い
る

か
と
推
測
す
る
が
、村
と
し
て
は
、

学
童
は
村
内
を
一
つ
の
地
域
と

し
て
定
め
て
お
り
、
村
内
で
の

希
望
者
は
入
所
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

島袋　誠 議員

問1
今
帰
仁
グ
ス
ク
桜
ま

つ
り

問2
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
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本
村
の
自
然
を
守
り
つ
つ
持

続
可
能
な
観
光
を
促
進
す
る
た

め
、
村
が
認
定
す
る
認
定
ガ
イ

ド
制
度
を
導
入
し
、
適
切
な
ガ

イ
ド
に
よ
る
案
内
を
義
務
づ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

事
業
収
益
の
一
部
を
環
境
保
全

協
力
金
と
し
て
徴
収
し
、
景
観

保
全
や
環
境
維
持
に
活
用
す
る

仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

●●答 　
村
長

　
認
定
ガ
イ
ド
制
度
の
導
入
や

環
境
保
全
協
力
金
と
し
て
徴
収

す
る
こ
と
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
協
議
や
調
査
、
研
究
を
進
め

て
い
く
。

 　
本
村
で
自
然
を
生
か
し
た
観

光
ツ
ア
ー
等
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
村
の
許
可
が
必
要
で
す
と

い
う
と
こ
ろ
を
強
く
訴
え
て
ほ

し
い
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
早

急
に
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●●答 　
経
済
課
長

　
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
、

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

 　
村
の
自
然
を
生
か
し
て
、
村

民
が
収
益
を
得
る
。
そ
う
い
っ

た
仕
組
み
を
ど
う
に
か
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
関
連
し
て
、
子
供
た
ち

に
将
来
の
認
定
ガ
イ
ド
の
卵
と

し
て
、
子
供
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
取
組
め
な

い
か
。

●●答 　
教
育
長

　
認
定
ガ
イ
ド
で
は
な
く
て
も

育
て
て
い
く
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
展
開
を
続
け
て
い
く
。

 　
認
定
ガ
イ
ド
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
小
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
筆
記
試

験
等
を
や
り
、
合
格
し
た
ら
何

級
と
い
う
の
を
与
え
、
こ
れ
を

中
学
校
な
ど
積
み
重
ね
て
い
き
、

20
歳
な
る
頃
に
は
認
定
ガ
イ
ド

と
し
て
認
め
ら
れ
る
人
材
が
で

き
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
人
材

が
村
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
生
ま

れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

●●答 　
教
育
長

　
本
村
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展

開
す
る
中
で
、
小
学
１
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
、
卒
業
す
る
９
年

間
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
し
っ
か

り
組
み
、
子
供
た
ち
が
学
年
に

応
じ
た
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
る
か

ど
う
か
は
こ
れ
か
ら
の
検
討
課

題
で
あ
る
が
、
今
帰
仁
の
子
供

た
ち
が
地
域
に
誇
り
を
持
っ
て

育
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

こ
れ
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で

で
き
る
か
ど
う
か
、
学
校
現
場
あ

る
い
は
校
長
会
を
通
し
て
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 　
認
定
ガ
イ
ド
制
を
導
入
す
る

際
は
必
ず
有
料
に
す
る
と
条
例

に
明
記
し
、
有
料
制
度
で
環
境

保
全
協
力
金
を
徴
収
し
、
持
続

可
能
な
観
光
振
興
、
観
光
モ
デ

ル
地
域
と
な
れ
る
ぐ
ら
い
の
こ

と
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●●答 　
副
村
長

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に

基
づ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

自
然
環
境
を
残
す
。
ぜ
ひ
早
め

に
こ
の
計
画
策
定
や
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

　

ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基

づ
い
て
、
地
域
振
興
基
金
と
い

う
の
を
創
設
で
き
な
い
か
。
こ

の
基
金
か
ら
包
括
連
携
協
定
書

に
う
た
わ
れ
て
い
る
連
携
事
項

を
達
成
す
る
た
め
の
財
源
を
担

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
財
源
と

し
て
は
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
の
事
業
収
益
の
何
％

と
い
う
と
こ
ろ
を
設
定
し
て
地

域
振
興
基
金
を
創
設
し
て
も
ら

う
。
村
は
村
道
整
備
等
を
担
う

こ
と
に
な
り
、
持
続
、
継
続
的

な
財
源
と
い
う
の
は
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
道
路
だ
け
で
は
な

く
協
定
書
に
基
づ
い
た
こ
と
を

進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
や
は

り
財
源
と
い
う
の
は
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

●●答 　
企
画
財
政
課
長

　
次
の
定
例
会
、
意
見
交
換
の

場
で
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問1
認
定
ガ
イ
ド
制
度
の

導
入

問2
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ

ャ
ン
グ
リ
ア
」
と
の

包
括
連
携
協
定

與那　勝治 議員
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議席 1 2 3 議長 5 6 7 8 9 10 11

　
　

令和7年　第1回定例会  令和7年3月5日（水）

令和7年　第1回定例会  令和7年3月6日（木）

令和7年　第1回定例会  令和7年3月19日（水）

令和７年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書について

令和６年度今帰仁村一般会計第８回補正予算について

令和６年度今帰仁村国民健康保険特別会計第５回補正予算について

令和６年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第４回補正予算について

令和６年度今帰仁村水道事業会計第３号補正予算について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の
改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について
刑法等の改正に伴う関係条例の一部を改正する条例について

今帰仁村附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

現業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例について

今帰仁村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村うるおいと安らぎのむらづくり応援寄附条例の一部を改正する条例について

今帰仁村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

今帰仁城跡観覧料徴収条例の一部を改正する条例について

今帰仁村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

令和７年度今帰仁村一般会計予算について

令和７年度今帰仁村国民健康保険特別会計予算について

令和７年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計予算について

令和７年度今帰仁村水道事業会計予算について

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備外構工事（1工区））

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備工事（建築）（1工区））

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備工事（建築）（2工区））

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備工事（建築）（3工区））

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備工事（電気））

工事請負契約について（今帰仁小学校校舎整備工事（機械））

工事請負契約について（今帰仁小学校仮設校舎設置工事）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

決

結

果

議　　案

議
案
番
号

東

恩

納

寛

政

山

城

　
太

座

間

味

　
薫

與

那

勝

治

島

袋

　
誠

上

間

　
聰

石

嶺

美

奈

実

上

原

祐

希

島

袋

輝

也

根

路

銘

弘

美

座

間

味

　
靖

氏  

名

議決結果・賛否一覧表 「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

報 　 告
第 ２ 号

議 　 案
第 19 号
議 　 案
第 20 号
議 　 案
第 21 号
議 　 案
第 22 号

議 　 案
第 2 号

議 　 案
第 3 号
議 　 案
第 4 号
議 　 案
第 5 号
議 　 案
第 6 号
議 　 案
第 7 号
議 　 案
第 8 号
議 　 案
第 9 号
議 　 案
第 10 号
議 　 案
第 11 号
議 　 案
第 12 号
議 　 案
第 13 号
議 　 案
第 14 号
議 　 案
第 15 号
議 　 案
第 16 号
議 　 案
第 17 号
議 　 案
第 18 号
議 　 案
第 23 号
議 　 案
第 24 号

議 　 案
第 27 号
議 　 案
第 28 号
議 　 案
第 29 号

議 　 案
第 25 号
議 　 案
第 26 号

諮 　 問
第 1 号

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

適 任
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議員が行う村の事務、

地方行財政等に関する

調査研究 ( 視察を含

む。) 及び調査委託に

要する経費

①議員が行う研修会、講

演会等の実施（共同開催

を含む。）に要する経費

②団体等が開催する研修

会 ( 視察含む。)、講演会

等への議員及び議員の雇

用する職員の参加に要す

る経費

議員が行う活動の広

報・広聴活動に要する

経費

議員が行う要請陳情活

動、住民相談等の活動

に要する経費

①議員が行う各種会議、

住民相談会等に要する

経費

②団体等が開催する意

見交換会等各種会議へ

の議員の参加に要する

経費

議員が行う活動に必要

な資料を作成するため

に要する経費

議員が行う活動のため

に必要な図書、資料等

の購入、利用等に要す

る経費

議員が行う活動のため

に必要な事務所の設置

及び管理に要する経費

議員が行う活動に係

る事務の遂行に要す

る経費

議員が行う活動を補

助する職員を雇用す

る経費

≪政務活動費≫ 政務活動費は、地方自治法100条14項～16項の規定及び今帰仁村議会政務活動費の交付に関する条

例に基づき、議員の村政に関する調査研究に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。

※交付額･･･１人当たり年間120,000円（月額10,000円×12ヶ月）

※返還･･･交付総額から支出の総額を控除し残余がある場合は返還になります。

令和6年度　政務活動費収支報告書

政 務 活 動 費

交付対象となる経費

氏名
交付
総額

残余費
（返還）調　査

研究費 研修費
広　報
広聴費

要請陳情
等活動費 会議費

資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費 事務費 人件費 合計

使　　　　　途

座間味　靖

根路銘弘美

島袋　輝也

上原　祐希

座間味邦昭

石嶺美奈実

上間　　聰

島袋　　誠

與那　勝治

座間味　薫

山城　　太

東恩納寛政

　　計

120,000

120,000

120,000

120,000

60,000

70,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

1,330,000

70,880

101,820

70,880

0

0

0

0

0

99,623

0

48,480

58,720

450,403

0

60,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

60,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

12,720

0

0

0

0

0

0

12,720

0

0

0

0

0

700

0

0

0

0

0

0

700

6,800

0

27,380

0

0

54,255

0

0

0

0

0

0

88,435

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,896

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,896

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

77,680

161,820

101,156

0

0

67,675

0

0

99,623

0

48,480

58,720

615,154

42,320

0

18,844

120,000

60,000

2,325

120,000

120,000

20,377

120,000

71,520

61,280

756,666
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３
月
定
例
会
が「
予
算
議
会
」と
呼
ば
れ
る
の
は
、

そ
の
会
期
中
に
翌
年
度
の
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

議
決
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
税
金
の

使
い
方
を
決
め
る
の
も
議
会
の
重
要
な
役
割
で
す
。

　

予
算
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、
最
も
多
く
の
時

間
を
占
め
る
傾
向
が
あ
る
の
は
、
歳
出
に
関
す
る

項
目
で
す
。
歳
出
の
審
議
で
は
、
各
事
業
の
予
算

額
、
事
業
内
容
、
そ
し
て
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て

活
発
な
質
疑
と
な
り
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
25
日
に
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ジ
ャ

ン
グ
リ
ア
」
が
開
業
す
る
こ
と
で
一
般
質
問
で
も

多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

交
通
渋
滞
対
策
や
地
域
住
民
生
活
及
び
自
然
環

境
へ
の
影
響
、
そ
し
て
事
業
者
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
継
続
的
な
監
視
と
対
応
が
必
要
で
あ

る
こ
と
等
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り

を
通
し
て
、
議
会
で
の
各
議
員
の
活
動
や
発
言
、

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
内
容
等
を
村
民
の

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
今
帰
仁
村
議
会
報

告
会
・
意
見
交
換
会
に
は
多
く
の
村
民
の
み
な
さ

ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
開
か

れ
た
村
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。  

　

令
和
７
年
３
月
定
例
議
会
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
議
会
審
議
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ご
視
聴
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
№
１
７
８
号
の
表
紙
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
早
瀬
さ
ん
ご
夫
妻
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。「
畑
を
耕
し
た
ら
地
域
も
耕

せ
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、地
味
で
ゆ
っ

く
り
だ
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
小
さ
な
納

得
を
積
み
重
ね
な
が
ら
こ
こ
今
帰
仁
で
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
と
語
る
。
ご
夫
妻
の
も
の
づ

く
り
に
取
り
組
む
自
信
と
誇
り
を
感
じ
た
。

　
（
議
会
広
報
委
員　

島
袋　

輝
也
）

広
報
委
員
長　

座
間
味　

靖

副
委
員
長　

根
路
銘
弘
美

　
　

委
員　

島
袋　

輝
也

委
員　

上
間　
　

聰

一
般
質
問

９
月
定
例
会

会
期
日
程(

９
月
16
日
〜
19
日
）

編
集
後
記

用
語
特
集

新
議
会
議
員

研
修
会

新
議
会
議
員

研
修
会

研
修
風
景

研
修
風
景

Photo

議
会
ス
ナ
ッ
プ

定
例
監
査

2/21（金）
読谷村 町村議会議員・事務局職員研修会

演題「市町村行財税政等の状況について」    講師　沖縄県企画部市町村課長
演題「トランプ 2.0 の世界について」 　講師　時事通信社取締役（国際担当）

2/26（水）
今帰仁村 北部市町村議会事務局職員研究会研修会

演題「議会運営事例報告について」   講師　沖縄県町村議会議長会　前事務局長

4/18（金）
名護市

北部地域の道路網の整備促進並びに
離島架橋の早期実現に向けた決起大会

Photo新教育長就任

南米子弟研修報告会

教育長退任

玉城奎教育長お疲れ様でした。
平成29年7月〜7年9ヵ月間、今帰仁村の教育行政に
ご尽力いただき、ありがとうございました。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
新
教

育
長
に
上
間
久
仁（
ひ
さ
と
）
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
帰
仁
村
の
教
育
行
政
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

3月26日（水）、アルゼンチンから研修に来た仲宗根アド
リアン直人さんの研修報告会が開催されました。約2ヶ
月間の研修お疲れ様でした！！


